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超音波計測は質量密度や弾性率を測定する手法として広く活用されているが、電気・磁気測定

へ応用した例はほとんどない。ところが、物体内を伝播する弾性波はしばしば測定対象の電気・

磁気モーメントに時間変化を与え、超音波と同一周波数の電磁場を物体周辺に発生し得る。我々

はこれまで超音波刺激により誘起される微弱な電磁場（ASEM 応答）の検出方法を提案し、様々

な物質に対して測定を行ってきた[1]。本研究の目的は、強磁性体における ASEM応答の理論的基

礎付けを行うとともに、単純な系において検証することである。まず、強磁性体において、磁場

－応力の関係式を線形応答 kmkimim HμTdB += と仮定する(i= 1,2,…,6 and k, m=1,2,3）[2]。ここで、

B , T ，H はそれぞれ磁束密度、応力、磁場である。また、d，μはそれぞれ圧磁テンソル、透磁

率である。多結晶強磁性体では、一軸対称性（ ∞C ）の圧磁テンソルを仮定する。次に、上式から、

外部静磁場の有無に関わらず、超音波刺激により誘起される磁束密度の高周波成分 )(tB は超音波

により与えられた応力 )(tT に比例することがわかる。また、この誘起された )(tB は、超音波刺激

される局所領域Ωにおける平均化した磁気双極子モーメント )(tM に比例する。これらのことか

ら、局所領域Ωの周辺に発生する電磁場は一般の磁気双極子放射の問題に帰着できる。本研究で
は汎用フェライト系磁石において ASEM応答の異方性について検証した。Fig.1に測定概念図を示

す。ASEM 応答はエコー遅延時間 techoの半分の時間で発生し、狭帯域アンテナによって検出され

る (Fig.2)。アンテナは電磁場の波長（約 30m）よりも十分近い距離にあることから、検出される

磁場は磁気双極子放射における近接場成分である。単純な双極子モデルで予想されるように、

antenna III, IVにおいてより明確な ASEM信号が観測され、さらに、antenna IVで測定した信号は

antenna IIIに比べて 2倍程度大きい。また、櫛状に連続したパルス応答は、磁石に閉じ込められた

音波が上面と底面で反射を繰り返す様子を示している。当日は、これらの解析結果を示すととも

に、鉄やステンレスの結果についても報告する。 
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Fig.1 (a)測定装置概要 (b)アンテナ配置図 Fig.2 (a)antenna III による磁石からの典型的な実時間波形 

(b), (c)10mmおよび 5mm厚の磁石からの ASEM 応答拡大図 
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